学会抄録 第189回日本泌尿器学会関西地方会 by unknown
Title学会抄録 第189回日本泌尿器学会関西地方会
Author(s)




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University





















































































































































た.同年8月右腎摘出術施行.病理組織は Beliniduct carcinoma， 










宮下浩明(近江八幡市民)，金沢元洪(松下記念) 76歳，女性 2004 






腎尿管全摘除術を施行した.病理診断は， Bellini管癌， infiltrating 



















































































































low in tensi tyを呈する内部不均一な腫痛を認めた.以上より後腹膜腫
蕩との診断で本年3月4日に後腹膜腫疹摘出術を行った 摘出標本
は，薄い被膜に固まれた境界が比較的明瞭な黄色弾性軟の腫療で，大

























































































362 泌尿紀要 51巻 5号 2005年
9月14日，左腎尿管摘除術を施行した.病理診断は左腎腫蕩がc1ear
cel carcinoma， alveolar type， G2， INFα， pTla，左腎孟腫揚が


































































































の後，嚢胞性病変は徐々に増大し， 2003年12月の CTでは径 3cm程



















BCG (Connaught株)40 mg/週を4回勝脱内注入後， 38・Cの熱発が
3日間持続，肉眼的血尿，黄痕を認め入院.肝庇護弗lの投薬にて2日
後に黄痘は軽減したが37・C台の微熱と炎症所見が継続したため INH
400 mgの投与を開始. 1 週間後，白血球減少を認め中止した.その後
白血球数は改普するも炎症所見と微熱が続いた.入院4週後 Gaシン
チ，胸部CTにて柿粟粒結核と診断しRFP600 mg+ EB 750 mg+ PZA 
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るが， 1980年代以降再発例， TCCとの合併例， TCCへの悪性化例の
報告があり，その malignant potentialが問題となっている.尿路













































































































行し maturecystic teratomaで， TIN3MOの診断に至る.抗凝固療法
とBEP療法開始後7日目の胸部 CTで肺塞栓を確認.翌日一時裂の
下大静脈フィルターを留置し，血栓消失後2週間で抜去した.AFP 




















































外科)，真能正幸(向病理 75歳，男性. 1999年， s状結腸癌に対
してs状結腸切除術施行.その後肺転移が出現し2001年I月肺葉切除
術施行.2004年6月 CEA上昇とともに右陰嚢部無痛性腫脹を自覚
し，当科紹介受診.2004年8月右高位精巣摘除術を施行した.組織結
果は結腸癌精索転移であった.施行後 CEAは正常値へと下降した.
転移性精索腫蕩は本邦報告88例目であった.
